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唐の西北軍事支配と敦健社会

荒川正晴

はじめに

今から 30年前、菊池英夫氏は、麿沙州時代 (7""'8世紀)の敦憧社会を論ずるにあ

たり、教燥オアシスのローカル化に関する見解を公表された[菊池 1980，pp.172-175J。

それは、当該時期、ここを通過する交通路がほとんど使用不能に近い閉塞状態であ

ったため、敦鰻は西域商胡の細々とした往来を保つ寂れたオアシスとなっていたの

ではないか、という指摘であっ、た。とくに駅道ルートの変化により幹線路が敦檀を

通過しなくなることが、これを決定的にしたと見る。

事実、蔚の支配当初にあっては、唐の駅道は敦鰻(沙州)を通過して伊州に到達

するルート(柑竿道)と、敦憶を通過しないで瓜州から伊州へ北上するルート(莫

賀延碩道)とが交互に利用されていたが(後掲地図参照〉、やがて莫賀延積道が釈

道として囲定化し、敦健オアシスは公道たる駅道ルートからはずれた[菊池 1980，

p.175 ;荒川 2010，p.269J。こうした駅道ルートの変化が、敦飽オアシスのローカル

化を促進したと見なす。

この提蓄により、従来一般に壊かれてきた「華やかなシルクロード交易都市Jと

いう敦爆に対するイメージは、一掃された観がある。私も、この指摘に衝撃を受け

た一人であるが、今あらためで考えてみるに、この時期、本当に敦埠はキャラヴァ

ン隊があまり寄りつかない寂れたオアシスになったのだろうか?本報告は、麿支配

下の敦健社会を考える際に避けては通れない、この重要な提言を再考察するもので

ある。

1 .軍鎮の駐留と屯田開拓
唐支配下の敦耀社会を議論しようとするとき、唐の支配がその社会に如何なる影

響を与えたのかを正確にとらえる必要があるが、この点に関して何よりも注目すべ

きは、大規模な唐の駐留軍が敦埠オアシスに常置されたことであろう。敦爆には、

豆慮(鮮卑語で「帰義」の意)軍と呼ばれる唐の軍鎮が置かれた。『元和郡県図志』

巻 40，離右道下 (Cf.f唐会要』巻 78)によれば、「豆麗軍。沙州城内。以嘗旬奴要

路、山川遡閥、神龍初(705年)寵、立豆麗軍以鎮之。管兵四千五百人、馬四百疋。j

とあり、この軍が神龍初め (705年)に沙州城内に設置されたことになっているが、

大谷 2840文書によれば、長安二 (702)年より以前に置かれていたことが明かである
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[内藤 1963，p.242J。その設躍がどこまでi遡れるかが大きな問題となるが、何れにし

ても東隣の)1¥州lこ髄かれた翠離績とともに、 7 t佐紀lこ遡ることはまず縫いないに

また敦飽は、戸数が f関元 6，466、郷 13.J (~:.iëfn fis県関志』巻40，離手ii道下)し

かない小規績なオアシスであったが、そ くとも 8世紀の初頭には、ヰラ500人の

と400疋の軍馬(前掲『元和都県図志JI巻40)が常駐するととになったのであ

る。このことから、兵士 e 策馬へ支給する主将糧・倒料の確保が、点)車種にとって優

先的に解決すべき大きな問題となっていたとみられる。

この状況は、首うまでもなく敦娘だけの問題ではなく、軍隊が常駐する他の消間@

中央アジアのオアシスも間様であった。そのため、腐はこうした軍鰻・飼料穀物の

確保に向け、屯田の設霞を積極的に推進した20 yI1]間・中央アジアにおいては、;京外!

(36屯)，甘外1(46屯)および北庭(20rl1) .安西(20屯)の諸オアシスに大規模な屯田

開いている (W大騎六典』巻 7 屯田郎中の条)。たとえば、北陸[都護府]の屯凶

20屯の場合で見れば、 1屯ロ50頃寸，0001鼠であるので、北躍に開かれた 20屯とは、

20>く50頃コ1吻000頃=!OOラ000畝となるのこれは、ちょうど凶州(640年時点)の全耕地

が900頃と見積もられていたので (W通典』巻 174，州都4ヲ四日、ト!の条)、 ;It庭地域に、

トゥルファンの全耕地以上の問地が新たに開持されたことになる。

.民
μ/ 

大規模な屯凶が鼠かれたオ

敦燦オアシスは、大規綾なr.区間が置かれた上記オアシスとは異なり、本オアシス

1銀総後の設j資時期については、拙論において、先行研究に拠りつつ、間僚が?世紀の早い段階で設

霞されていたことな指摘したの荒川I1989， pp.24-25o 
2 f;若[代の 1話回に関しでは、営問の問題と併せて多くの論放が出されているが、唐代前期の西北方聞に

殺絞された屯問については、馬i認栄 1990;李錦繍 1995，pp.683“693 ;斉隙駿 2005ラpp.193-237などさと参
照。
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に屯田が設置されたことを明示する記録は見あたらない。唐代敦爆の地誌である『沙

州国経』にも、「監牧J• I覇厩JJ'NJなどの諸項と並べて「屯田」を挙げ、これらが「右

は、嘗懸(敦鰹鯨)、並びに前件の色無し」 (P.2005ラ 『釈録~ 1， 

内と見られる

γ 

」ー

と明言己さオ1ている

p.17)。ただし沙州でも敦焼県管外では、 I'r'l]県西南に位罷する

「子亭鎮」に屯田が障かれたとする説が提示されているが[斉陳駿 2005，p.203J、

れを犠極的に裏付ける証拠は残念2ながら

島

のところない。

n.豆厳軍による二種の穀物買い上げ
では、こうした数憶のように、大きな屯田を開くことのできないオアシスでは、

どのようにして1車線・飼料を擁保していたかと言うと、駐留する溶献なりそれを

い上げるという法(鱒闘)により この問題を解決しようといた朴i百jが穀物を

した。

、天Jζ3{1\~~4 載である(P. 3348 v) は、 車交 IX~l.の以下に拘げる史料 1

ってと穀物闘いとげの。i1f;J*，1・を確保するために施行しにかけ

之印」が捺25れている。少し長くな((tiにはやIれも「おり、紙の貼り継ぎの

ここで本論に関係する部分を改めて引用してお宮たい。るが、

くi滋〉(P. 3348y 手I~主fぜりL! (745) 載ti~JjN.'];J!問手n繰“

[' *1(主主~ 1， pp. 426“434) 

(史料 1) 

~ 1;持 11mえ~ No. 2118， pp. 463-466; 

党櫨分] ( 前 11格 ) 

高時始時イi副議jJ券取合唱角村、L ì'fj~ 手il 佑，

折域光:定'(1ぞ疋段ニド.其角;1~ßljl立 líHW~弘主

撃墜撃戦支鑓i蟻詑.

主主的{五給{姥傾拐IßPlí五Jll1 ~~ki~， 小

1(1砕J台指折刻、fltjfl， 
KI !í如来 ~it，~，し鈍

玖肝移行31珪i頑frql'引笠/J!努，架.

{自!在十台目悲願拐Ilf'i， 架， l~氏本外

幸IJ澗‘共紫根附， 1司前季利j爵様

rl乙a
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4 

3 
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8 

9 

10 

12 

[究室三載冬空襲、交雑分}

11 航F千f詩的玖拾登傾戒時勝時合，角4~1

三童全霊交粂納p 准{古計;富
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13 銭霊肝伍伯柴拾伍貫玖伯五文.

14 伍肝障伯伍碩捌劉参勝柴合，粟，斗佑廿七文

15 計輩肝障拍伍拾玖貫伍{自柴拾陸文.

16 萱拾柴碩萱劉，席，斗佑廿七文，計鰭貫

17 陸伯萱拾柴文.

18 東伯陸拾威碩伍到，背変，斗佑世文.

19 計柴拾捌貫柴伯伍拾文.

20 柴拾陸碩柴合，小麦斗佑世ニ文，計威拾

21 鰭貫参伯威拾参文伍分.

22 或拾玖碩捌間，碗宣，斗佑廿九文，計抑j貫

23 陸伯雄拾威文.

24 捧肝捌伯拐j拾陸碩参到伍勝伍合，麦

25 粟席豆等，f佳和粂佑，折填充

26 交余疋段本.其餅劉，収附箪

27 倉，間前載冬季載支櫨帳詑

~8 萱拾柴磁費問，保.

29 武伯陸拾威碩伍Sl4，青麦.
30 楽拾陸碩架合，小麦.

31 武拾玖碩捌間，腕豆.

32 賭肝伍伯碩玖到捌勝掛合，粟.

33 玖伯隷碩捌劉捌勝玖合，粟.填本外

34 利潤，其粟収附間前季利潤帳乾.

I天宝四載春季、交纏分1
35 柴肝イ五伯陸拾陸碩鰭劉楽勝鰭合，

36 餅問.盟量豊霊交余納，准佑

37 計嘗銭買t肝陸拾或貫参伯

38 萱拾梁文或分.

後略)

[1，和維会計報告]

「口口.廿臼， J 

2 合鵠理問載和余，准 皆支耕段，出函

3 盛郡，准佑折請得縮絹練綿等，惣萱寓

斗 捧肝陸{自柴拾捌屯疋参丈伍尺瞳寸萱拾鉢.

5 伍肝陸伯疋，大生絹

6 伍伯缶拾疋，河南府施
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7 成伯染拾疋，鰻緋

8 威{白接J合疋， 鰻緑

9 荒肝政{自戒拾柴屯:註拾錬，大綿

10 翠肝主主{良疋、映郡縮

11 ~季肝参{自陸給資疋参丈{尺尺時寸，大練

12 3長肝霊J命指屯)1:資拾鉢，行網盤盤盤

13 参箪盛金獲，本三載十

14 月十二13，充 旨支附載和

日 余~~長持段数凶 J~~物並給 r5j
16 姓等和粂i弘被則並議.

(中!略)

27 以前疋段，准f古都計常;銭参|汗戒{自陣
28 拾臨関東約{五拾玖文，計;粂持制問

29 重盗童{白雪量描{温調睦斜政勝壷会.

30 主t餅11~f.収附童麓金量1併合戦支
31 轍帳， 続支度勾， チド牒 j二 ~(Jt. 古[) . J土自I~ . 
32 J度交誌.
33 玖Ht丈 {I:j鼎拾'(t~~民 3削除時合、架、斗iltïi対二:文

34 iln坑肝玖'f!]組J陥]吹賞隙ifiJ(字文Rit・分。
35 ~f!; lf:li!衣拾指傾参炉出i)跨参合、/ト

、HMtl七文
a 、ii1泣{(I(fij命的i主主判的

37 成姶文l出分。
38 ~iま{ドn診給玖Ií質成引際!蹄!;字合、!末、 斗佑uiλ文

39 計銭部約時前{1if自i術指ui文武分ι
40 時給玖磁飢仇腕立、斗 f?itll 州、 ~I銭箆1
41 拾陸賞抑I{(~ 参拾文。

42 .1相自!培J合成1i員組問、舟麦、別出附五文
43 計銭玖拾俊民捌{ド1沼姶純文。

44 ~た肝|法的 1!C肘合窓屯疋参丈組fi!.館、1ヅE 段。

刊 行制}JIJ将盤盛盤、三月十八時

46 榔傾到、光 旨支附純平[J

47 余主主高段数。者不新附、

48 疋給百姓和司ミ桝併合対'.f住金部
49 格、給話IJ位もまi夜、般用M讃ひ

(後時)

本文脅については、耳目波利点氏が初めてこれを紹介して以来[那波 1952，pp.12-27J ， 

私を含め多くの研究者によって取り上げられてきた。とりわけ注白されるのは、本

文:書により、厳軍では、和擢と交縫と呼ばれる三様の穀物質い i二げを施行してい

たことが分かることであるのこの事実を明確に指擁したのが涜}II1982 [荒川I2010き

pp.493-505Jであり、会計報告[が交鑓に関するもの、続く会計報告Eが和緯にi唱す
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るものとなっている。その後も、手[J擢刷交錯自については、王永興 1990;躍向前 1990;

鵜際平 1992;李錦繍 1995，pp_ 747阿753などの研究者によって検討されできたが、こ

の二様の穀物質上を施行する背景分析に関して設えば、荒川 1982の考察合さほど進

めるものとはなっていない。そこであらためて、この問題について検討を探めてお

きたい。

まず上掲史料から、この二つの繰践の施行時期と闘い上げ額な見てみると、以下

に挙げたゆ覧表のように、まとめることがC2ぎる。

]IJl韓議!こよる交線・和総施行持期と絞殺掻(天安三三綴喜重~凶級審) 総資総額33，389石

交緯必示ZJi函了 l~IJ~(函:li:i五五)
(天宝)三載夏季 11，160石

(天宝)三載冬季 η91石 I(天窓)三載冬季ぐ十月)山間(頬和議瀬山間
{天宝)開戦春季 7ラ566石 月)10，027石(実質和雑額3ヲ643石)

表の冒頭に示したように、敦熔オアシスにおいて豆慮軍は、天宝三載の夏"-'!!_Ll載

の春にかけて軍糧@飼料として、総計 33，389石を讃い上げており、その内訳は、

繰による穀物分が 24，5]7石であり、和織によるそれが 20，142おであった。ここで総

計額と交耀・和礎の合計額が食い違うのは、和!擢による践げ穀物績の 20，142石が

帳簿上の額山師であり、実際に立!露軍が和擢で賢いとげていたのが民872石であったと

推定されることによる。天宝三載の夏~問載の春にかりで、立慮軍が闘い上げた

物総額在 33，389石とするi'iJr以であるが、この点については、後であらためて説明

る

また豆虚工程による穀物関い上げが、哀@冬。春季にわたっているものの、教燥の

;益要作物であるアワが収穫される秋季には行われていないことにも留意する必裂が

あるが、これについても、後で触れたい。

さて上掲…覧表を見てすぐ気付くょっに、:豆虚主容が何故に同じような時期に、わ

ざわざ和雑と交雑に分けて繰演する必要があったのか大きな問題となるところであ

ろう。まずは問者の相遣を明らかにするために、出:代史料に1顔見する和嬬とは違い、

でしかその名が見えない交緯がどのような磯践であったのか、以下に検討し

てゆくことにする。

理.豆麗軍による穀物交易の誘導

交穫の大きな特徴として注目されるのは、耀資価格が低額に設定されていること

である。既に指摘したように[荒川 1982(荒川 2010，pp.496-497) ]、[史料 1Jから、
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交雑は和纏に比して、穀物の種類を問わず、買い上げ価格を 1斗あたり 5文、一律

に安く抑えて設定していたことが分かる。それを表で示すと、以下の如くである。

交猪・和語買い上げ価絡

穀物の種類 交雑の斗価 和雄の斗価

粟 27文 32文

小麦 32文 37文

原 27文 32文

腕豆 29文 34文

青愛 30文 35文

次に同じく P.3348 v には、交雑に応じた者が豆虚軍宛に提出した牒が残されてお

り、ここから 13人の交纏応募者を具体的に知ることができる。その一部を掲げると

以下め通りである。

(史料 2)r購天賀六載 (747)十一月河西豆嘩軍軍倉収納鑓粟l喋J(P.. 3348 v <録)w籍

帳~. No.213，pp.467・472; W釈線~ 1 ，pp.435-444) 

(前略)

粟伍拾碩。

2 牒、盤盟有上件粟。今交余次、請臨分。

3 5華牒。

4 主筆六載十二月 1 日、百姓墾盤盟牒。

5 r付判、 孟一一盛 示。

f

O

7

'

O
白

ny

十七日。 J

十二月十七日、典墾盤

孔自判官 r(押)J付

「連、麗白。

10 十八日。 j

. (縫背署「堕J)

粟架拾碩。 小麦参拾碩。

2 牒、重進今有前件制問、請充交余。謹牒。

3 去童六載十ニ月 目、行客盆星進牒。

4 r付倉検納、 孟一一盛
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5 /Jミ。 十四日。J

f元j …-

粟笠{白磁。

2 牒、鹿逆i今有前手|二削問、縞充交櫨。諜牒G

主建六戦十二月 日‘兵客麗臆盟JI弘

4 rホ!食検綱相、

5 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

後

+fl日目。 I

f元J. 

各誌上1~:交余剰到，望講澗付疋段.

其網野f，眼目壊五!な議連判状如前，議慮分.

牒，1t十状女1]自立， 謹牒.

天管六載十二月 日 行客霊童進等牒.

行客豊監護[

「付 '1'1]准状，孟[~

方言. 十七日.J 

十二月十七日、典鎧盤

子L白判官 i(押)J付

「連、腹自。

十八日。」

盟各

史料 2を検討された池田端氏により既に指摘されているように[池田 1980，

pp.324回325J、この交絡には百姓とともに行客が応募しており、しかも行客がその

くを占めていたことが知られる。兵ー体的には、 13人の交雑誌募者の内訳は、行客 9

名と高性4名(百姓は、張働宋・氾・輩の諸氏)であった。とくに注目されるのは、

百姓を含め彼らの…ー人当たりの納入穀物:設が大きいととであるのだいたい一人あた

り、 50-200おにおよんでいた

大半を占める行容については、これが本籍を離れた客籍民であり、多くは東開

往来してi務業活動に従事するものたちであったことが指撤されている[養伯勤 1989ラ

pp.277-290J 30 交維に応じた行客9名のなかに、康仁希のようなソグド人4が含まれ

3 主主慾においても、行容による奴鱒交，~が行われていた[ i I青年次米詳〔天宝・至絶問 (744-58)J 
行君主王修智売胡奴司王委主公草食j 教燦研究i涜所蔵/ W~~娠~ p.490; TTD m， pp.79・80J。
4 あるいは欝庭訪11もソグド人であった可能性は十分にあるロなお康イニキ告のサイン(押)は朱で書かれ

ており、しかも文字は一見漢字ではないように見えることもあり、とれがソグド文字の可能性もあ
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ていたのも領けよう。

またこの交擢に応じていた百姓は、池田氏が指摘するように、その百姓の姓(張 e

宋@氾)が、教健の在地有力豪族と間性であり色しかもその納穀糧の大きさからも、

彼らは沙州の百姓のなかでも有力者であったと見られる九彼らが沙州の百姓であっ

たという点については、彼らの府議きに公文詩であれば通常明記される所属州県名

が省略されており、彼らが思)議室容の績かれた抄外iの百姓であったことを明示してい

ることからも傍証されよう。

以上に挙げたような特徴が立胤軍の交線に見られるが、そもそも和総とその名を

異ならせた穀物買い l'，げである交雑の名弥は、穀物生産が撃かで線描が11，1:，密資な地に

おける、「商関」による穀物の闘い上げと街接に関わっていたと見られる。というの

も‘時代は降ーってし窯うが靖代に編まれた『忠明文献]自考』巻 3o、市磯::I'号;・ 5、織に、

穀物畏いJ:げ(銀関)が穀物価格を平準化する手段となってきたことに触れるなか

で、このう之維という表現が見えているからである。この記事によれば、縦闘には官

による穀物闘い|二げと伐によるそれとがあり、後者U)緯闘の矧~Hl として!日韓熟之郷、

商麓交擢、以松太tl金之佃i、災j飲之i去、舟'Jド鞠帳、以I五太之i斑j と説明する。府l繰

に対じでうど躍という名の穀物闘い jニげが、簿f・1臼により行われていたことを飽械

すものではないが、般物ペァi訟が盟かなj患において前j費が純物交易;をすることを「

?翌日!と時んでおり、それが穀物詩穣ti:J:自の1JII脊なす礎知id「押し"げ、!文対に災など

によりす金制が向勝しているi自では、そオLを押し…ドげていることが記されているので

ある。残;台、ながら、今のところ同時代、 iさらには後の宋代に降って弘、この交織と

いう名称の穀物闘い上げ世紀した編纂史料を慌し当てられていないがへ前掲記事は

十分参止をに制liずるものと設えよう。

、河ffLiオアシスでも、穀物生産が設かな地における「耐腎JU)交誌により、

穀物が流通していたことは、『何回節度{史料集~ (P. 2942)からもうかがえるのみ:史

料は、全 228行におよぶ 47明日および不完全の 1J耳目からなる河関節度使の下で処

哩された事件の 'I~IJ辞書で、ここには十j 小I~ ・粛州・ JJS，州、I .抄州が幣場し、建康・

蹴躍など鎮の軍縮支弁などを論じている。粥池英夫氏によれば、この宇IJが脅かれ

るとどがf別街され「いる。託i出119日{上 p.340i主(94).ただしソグド紛の導家である古1:1:1燦i乏によれば、
とtlはソグド文学ではないと断ずる d
5 iiliE8rIfH自立、これらの自性は!--般俊民ではなく、少むくとも一敏iスヒを終?設すみ有力燦j乏でなけ
ればならないJと指摘寸あ G 池EH1980， p.325.ただし筏姓と自・ってあ、農民であコたと決めつける

こと;まできない。

6 宋・[霞徳秀機 f関11.1文集』巻 G、対滋Ffl言語、了努.tJ~こ載せられる「苦手乞分州措置荒 J[主号事務」のなかに「交
綴J という表現が見えるが、これは向授による穀物買上げとは関係がなく、単に1ぎによる ii打線!
を滋味していそ}ように解じ、うる。
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た下限は永泰元年 (765)であり、この時期、湖西節度使(節度使は沙陥に殺された

楊志烈)は、涼州陥落後、甘州に寄治していた[菊池 1980，pp，182・183J。こうした

判辞の一つに、次に掲げるものがある。

(史料:nr南西節度使判集J(P.2942 く録)W籍帳~No. 236; p. 494; く写)W釈録~2， p. 620) 

広徳2(764)年頃[菊池 1980，p. 183J 

盤強調関耀不許，宜盟交易.

2 〆 隣徳不孤，一大義斯在.遁城克守，小利調通.蛍唯卦:・麗比

3 ;'N，抑亦人煙接武.、見危自可奔救，閉擁壁臼能賢.商貰

4 住来，請無聾塞.粟麦交易，自合連流.准状.初勝軍少N，

5 切勅捉樹.少有寛許，賞按刑書.

粛州が関緯(商賀らによる穀物質い上げの禁止)7の不許可と、甘州との交易を請ラ(件)

r (前略)甘州と粛州は、ただ単に隣りどうしの州というばかりでなく、人家も相連接

している。(ぞれなので)危難に直面したら、(互いに)救けに駆けつけるべきであり、

閉纏は賢い方法とは嘗えない。商買の往来は、妨げないようにすることを求めおく。粟

麦を交易させ、その流通をはかるべきである。(この処決)内容に従え。なお箪州に勝

して、厳格に取り締り(違法者などを)取り押さえよ。(後略)J 

先にも述べたように唐の支配期をほぼ通じて、甘夕刊には大きな屯田が設置されて

おり、豊かな穀物生産地となっていた。河西における穀倉オアシスとして、同地域

の輩糠・飼料供給を支えていたと見られる。ここでは唐の河西支配末期における危

機的状態のなか、甘州での商人による穀物質い土げを禁止しようとしたことがうか

がえる。

垂挟初年(685)の陳子昂の視察報告を見ても、甘チN屯田については、「盛遺以西、

皆な其の鰻(食糧、食物)を仰ぐJ状態になっていたことを伝えているーこのこと

から、大規模な屯聞が設寵された穀倉オアシス(甘州)で、商貰などが買い付けた ノ

廉価な穀物が、「瓜粛以西Jすなわち瓜州・粛州以西の敦'埠へも多く流入していたこ

とが予想できる。このほか、河西地域ではないが、北庭という大屯団地を北に抱え

るトゥルファンでも、北庭産の麺(ムギコ)が次のような価格で売られていた。

(史料4)r室盟盤市佑案J(大谷3072 く録>W籍帳~ No. 210， p. 447， W集成~ 2， p. 16; 

7唐代の関濯については、日野 1982，I?p.264-271を参照。
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く写> W集成~ 2ヲ!語版 14)

米遡行

2 忠雄弦間 上直銭参捨t)JtJ文次参拾架文 下参拾陸文

(次)

3 基盤雄 1:蔽銭参拾{五文 [ 

本文書によれば、 トゥルファンに憶かれていた「市j 内の「米趨hJでは， トゥ

ルブァン産と思われる白舗の方より，外来の北陸広島0)麺の方が l斗当たり 3文も安

く売られていたことが知られる。これは，本文讃を詳細に分析された池田氏が指摘

しているように〔池田 1968(二)，pp.49，54設け)]，たとえilfl慣の授があるとして

ち，当時の穀物輸送がかなり効事的であったことを示すとともに，北躍が大きな泡

出1告でかなりそω生産に余擦があり、それが前賢などの手によってトゥルファンに

流入していたことを示すものであろっ。甘州市聞も、その余剰穀物を消聞の柑方告I~

に流す役~~IJ をよ及たしていたと兇られる。

ω支配時期、市 m.~.史認:による殺;合オアシスががI同省中央アジアに成立し、者イ多

ttlの交とは異なる、穀物を取引対象にした交易が、殺府オアシスと周辺の織問純

f?オアシスとの附で活発化していたのである。

こうした交換が活発化するなかもは脳鍛が施行した交樽とは、 ー体、どのような

穀物関い上げとiなっていたと考えるべきか。やはり行容がその大半を占めるといつ

ことからも、身長本的には、交易目的でIJ'J+Iにおいて関い付けたU'I正4耐えL穀物が、

事施行の交繰における:主要対象の穀物ぜあったと考えられよう。

しかも見逃せないのは、[史料2J (行容常議進等の!喋}に挙げたように、

より行容に対して関いJ:.げ金(絹綿)のうも払いが行われ、般物の後納を許していた

ケースがあることである G このことは、単に|部慣が穀物をもたらすばかりでなく、

駐関取が行容に資金を貸し付けて、穀物を確保させていた側面を認めることができ

ょうのさらには‘行J存ではない地元の力目的;たちも、駐留軍と提機Lていた可能

性はi高い。というのも、胞:代においてわ二容だ、けでなく百姓が戸籍に附けられた州の

外へ速く出るためには、 i品所と呼ばれる通行証が必要であったが、その取得はきわ

めて厳しい若手責を伴うものであり、散官を持たなVl'一般の白了百姓などは、特別な

を除き、i品目庁を請求することすらできなかったと克られるからである[荒川 2010，

p.511J。曜による議開への応募は、そうした過所取得の絶好の機会を高姓に提供する

ものとなっていたと見られる。実際、、犠貨に応じるために、穀;癒オアシスから耀貿

施行オアシスへ穀物を運擁立していた百姓が、 J)¥1i(郡)が発給する過所によってその
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移動を保証されていたことが、後掲の史料5からうかがえる。また中央アジアにお

いては、過所の取得は、そのままキャラヴ、ァン隊を組織・派遣する権利を与えられ

ることであったことも重要なポイントとなる[荒川 2010，p:506]よこのことは、行客

ばかりでなく百姓にとっても、豆麗軍(沙州[敦煙郡])と提携するうえでの大きな

メリットとなろう九

すなわち、夏虚軍の交舗には、単に行客に甘州で買い付けさせた穀物を対象とし

ただけでなく、地元の有力百姓らに豆麗軍(沙州[敦飽郡])、が過1所を保証して、彼

らに甘外!で穀物を買わせていたものも含まれていたと見られる。このことは、豆厳

軍(沙州〔敦耀郡J)'と行客および、地元オアシスの百姓が提携し、，穀物買い上げのキ

ヤラヴァン隊を派遣していたことを示唆している。しかも、沙9'Nの収穫期である秋

季以外の諸季節ごとに交纏が施行されていたことから、ほぼ一年を通じて、こうし

た穀物買い付けキャラヴァン隊が、定期的に沙州敦撞から甘州へ派遣されていた可

能性は高い。その結果、穀合オアシスである甘州から纏買施行オアシスである沙州

に向けた穀物の流れが組織立てられていったと考えられる。これは、何も甘州と沙

チNだけに眼る必要はなく、当該時期、広く中央アジア・河西にできた穀倉オアシス

と纏寅施行オアシスとの聞でも見られたものであろう。

N. 二つの纏買施行とその性格の相違
百姓や行客を通じて豆慮箪が買い上げた穀物は、すべて一旦、軍倉へ納められた

が、交雑穀物については、[史料1、1.交纏会計報告の 3・9・27・34行自]から分か

るように、二つの帳簿に分けて会計処理された。一つは「支糧帳j であり、もう一

つは「利潤帳j である。これらは、それぞれ以下のような内容の穀物を登載してい

る。

( i) i支糧帳J→ 軍が買い上げた穀物の帳簿。ただし、すべては和雑価格で買い

上げた穀物であることが前提となる。交纏価格で買い上げた穀

物も、和纏による買い上げとみなし、帳簿への穀物登載にあた

っては、交纏買い上げ穀物を和纏価格で換算し直すことになる。

(ii) r利潤帳J→ 交雑で買い上げた穀物量から、(i )の額を差し引いた穀物量を

登載。

s沙州(敦纏郡)のように、箪鎮が置かれた前線の州(郡)にあっては、州県の官が箪の官を波任す
ることが多い。 Cf.内藤 1963，pp.242司243.前掲史料 1の rn 和線会計報告」にも見えるように、豆
虚寧の和纏舟絹鳥を受け取りに行ったのは、教燈郡の参軍であった.前線において軍司と州(郡)司

は明確に分けがたく、一体化してその機能を果たしていたと言えよう。
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このうち、(i )は国家財物を支出し施行した和纏分として、支度使の院査を経て、

金部。度支@比音I~へ報告することになっていた[史料 L II.和擢会計報告の 30-32

行目]。つまり交躍で貿い上げた穀物は、あくまでも建前では、和縫として買い上げ

たものであった。これに対して、 ( ii )は支度使による監査を受けた形跡は認められ

ない。それは、軍鎖と尚利を求める行客@百姓との交易取引として、和擢穀物以外

に、交雑により獲得した利潤的穀物分として処理されていたことによろう。この穀

物を載せる帳簿を「利潤l接Jとn乎ぶ所以である。

こうした交緯だけでなく、先に指摘したように、豆腐熊では同じような時期に、

和繰も併せて施行していた。立慮主誌による和様施行については、現時点で詳しく検

討できる史料はないが、和緯については、 n.}返事が憶かれた沙州(敦陸部)も施行

しており、それを拳考にして話厳軍のそれを一，号えることができょう。

その沙州(敦鰹君10による平If縦であるが、「腐天宝h(750)載八月~九月敦燥!tifi合納

穀状J(P. 2803 v (録〉時制長~ NO.215、pp472ω477;~釈録 JJ 1，pp.445-462)が、その

1畿を伝えている。これによると、沙州、I(敦焼却nの和擢は秋季に施行されていたこ
とが知られるけ走路 f敦服部ドi制:手n締約人一覧表」をお詩的。ぜ)反取による穀物関い

上げは、1J..~1 苧のうち秋平だけその施行を避けていたようなので、収機開jである秋季

は、沙州(牧民Hili)ω手11織のみが実施されていたことになろう。この背景としては、

収時時期に蹄価な穀物が外から大 t之入ってきてしまうと、穀物の倒格を大きく下

げてしまうことが先ずはf与えられよう。とくに秋季は和嬬{ilJj;f'各が決定され、それが

一年を過して蜂正されない事情もある[荒川 1982(荒)112010，pp.498-49り)J。

またI消防文識によると、この州(郡)による和協は、沙州、|の百姓な対象として、地

元オアシスj来の穀物の賢い_!二げが中心となっていたことがうかがえるの闘い上げに

際しては、 Jtに挙げた和親賢い上げ価格に基づいたと見られ、一人当たりの納入額

一部の例外を除き小規棋であるが、 J交繰より尚樹で買い取りが行われたことがわ

かる。らなみに豆蹴~iの交錯~1穀物がゆ:命に納めら ~1 たのに対して、州(部)による手IJ

擁穀物は、州 W~) 段へ11'K納されていたことも より確認できる。

以とのことから和樽は、交雑とは異なり、行詰:は関わることができず、地)1:産の

穀物の買い上げが主体となっていたのではないかと見られる。ただし、後に杉~~\J ず

る史料 5にあるように、伊州(ハミ)の和製12に応ずるために、穀禽オアシスである

北耀から、廉舗な穀物をもって伊列付ーアシスに来ていた百姓もあった。これについ

ては、後に検討するように、これが軍の高官が関与する和縫応;幕の伊lであること、

また伊チNオアシスの戸口数は、敦態オアシスと比べても規模がきわめて小さく[関

元戸数 1，729;天宝戸数 2，4671口数 10，157、郷数 7cf.菊池 1980ぅ p.167J、地元の百
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姓が産出する穀物の認;がかなり限られたものであったことも考慮すべきでおろう。

なお、こうした穀物関い上げを過して、現地敦理オアシスにおける穀物栽精が促

進される一方で、これにより敦鰹オアシスにおいて織布生産が後間しにされたこと

が、 トゥルファン出土の敦健文議よりうかがえる(大谷 2836文書)0 }膏常国に続く

ベット支配期の敦憶において、銭 P貨の濯が消え、穀類が流通の媒体として際立っ

ているのも、教燥が f室長貨を欠く縦済lこ進化したJと見るよりヰ) [池間 1980，

pp.316凶319J、臼しろ!者支語日期におけるオアシス間の穀物流通の盛行を引き継いだ、部

分があったと見るべきであろう。

結路、一年を通じて、盛箪および外!の穀物買い上げが行われており、以下のよ

うに、それぞれの貿い上げの特徴と季鮪ごとの施行状況をまとめることができょう。

軍による穀物質上げ(箪椴@餌料の確保). . .毅重量生農盤整担ど童盤玄対応

→「行客」と敦飽オアシスの有力f百姓Jによる穀物交易(冬 E審彊夏季)

. . .敦嬢オアシス麗盟議勃/和雑で対邸主ニ査強

州(郡)による穀物関上げ(駅総・俸禄費用の機保γ ・敦館オアシス産の穀物/和濯で対応(秋季)

※8・9月(件、手'"の和線)…>10月(豆腐芸誌の和雑)→11・12月(豆虚芸誌の交線)…汁聞3月

箪の交鑓・和擢)吋4-6月(豆慮芸誌の交雑)

これを見ても分かるように、豆麗軍が主体となって、 l年を通して季節毎に穀物

資い上げをしていたことがわかるの

以上に検討してきたように、唐の支配時期、河西。中央アジア地域において、大

規模な由回がいくつかのオアシスを中心にして設践されるようになると、そこでの

穀物生産の規模が大きくなるとともに、廉価な穀物が出回るようになるが、そうし

た穀物が商人らによる賢い付けを通じて、周辺のオアシスに自然と流れこむように

なったと推樹できる。豆議室震での利潤的な穀物線保を目指す交嬢の路行も、まさに、

こうした背援のもとに出現したものである。さらには、慮軍と行容や百姓との提

による穀物買い付けのためのキャラヴァン隊派遣さえも行われていたと推測され

る。

これに対して、和様はあくまでも、勝中央の施策@支配理えきに基づく公的な穀物

い上げであり、地元で生産される穀物の貿い上げを基本としたものと見られる。

そもそも官による穀物資い上げは、和擢しか想定されておらず、そのために交線も

名目的には和擢として行われた前提で会計帳簿が作成されており、それ故にそれだ

けが唐中央の会計監査を受けることになっていたのである。交擢は、後の宋代に展
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開する商人を巻き込んだ様々な擢買の走りとも言えよう。

v.敦鰻オアシスと交易活動
(1)潤沢な資金流通と

既に検討したように[荒川 2010，pp.448-455J、常駐する主主鎖には毎年、葉大な資

金(絹綿)が撮り向けられたが、それらの財源となったのが、府内地諸外iで徴収さ

れた席調であった。 wi母典』巻 6食貨 6賦税引こは、主;京期における!斐支の年間の

経常収支統計(歳計)が載せられているが、それによると、穀物質いとげのための

けでも、毎年、 t可凶.r+l央アジア);出j(や1J間節度使と天L{j東部の伊問。 北庭

節度{史および安関節度使)に向けて、 100万疋端屯の絹綿が支11¥されていたことが知

られるヘささほど見たように、屯関投{震による殺命オアシスU)成立にともない、こ

れまでの響修品交易とは異仕る、穀物を商品にした交易が、作J閉恥中央アジアlこ

いて澱オアシスと緯間施行オアシスとω間で大規椴に版関していたが、この崎行

を支えた背;廷には、こうした莫大な線額!日に用意された綿綿が連作支出されてい

ことがあった。

さらに、兵士の給与(兵員易)。駅館維持按などωために、 111]方耐にlciJけて、 iり011"

疋端 1名の絹品IHが支出されており!日、 lïlij 帝を合わせると、 {iiJ 商館j 挺使と光山東 r1r~ の伊

jfEj " :1仁!な節照使お

とlこなる。

間対jl己主使だ、けでも‘年間で 290万メピj端屯を支出していたこ

陪内地からiまられた、こうした膨大i;t..絹綿は、一世掠州都務府ヒストックされた

ため、この資金をさらに現地に運ぶだけーですう大法な労力を暫したが、[史料l.J (n. 

手1]繰余計報告の 12-13 閥、 45-46:(丁目)に凡えるように、それは持軍鎮がキャラヴ

ァン隊(行綱)を派遣し、もらい受けに行くことになっていた。

また穀物のほかにも、制・鉄の獲得のためにキャラヴァン隊が組まれていたこと

が知られている (cf.Pelliot Chinois 114く録)Trombert2000， p. 99;く巧:)Trombert2000‘pl. 

114 人詳細は不明ながら、前物。〉交易・輸送に r~日わり、キャラヴァン隊(行綱)が編

成されていたことがうかがえ、そこにも得オアシスの百姓や行容との連携が奇:在し

ていたことカ1;t!H怒される心

このように軍鎖ががJ~lff ・中央アジアのオアシスに常駐化するなか、事簡をはじめ

とする積需物資の交易@輸送が日常化してゆく様子が障問見えてくるが、このこと

9 Uj必県uには「塑亙・盟理会八十万，臨五区i万，劃臨@盆護八万，宏監十二万型車i'fri[:[ & ~tf Iji{使
お鴨川ゾゴ固 j とある。

10 ífi盛典 3 には「塑五百二十万守腫五百五十万，担藍百万，豊麗・生農四十万，室産五十万，盟 91~
節i笠間十T:i， 若手牧二十)'j. J とある。
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は、従来の審{多品の取引を中心にした交易とは異なる、軍需に起因する供軍物資の

交易を活発化させた。このことが、唐の支配時期じおける河西・中央アジアに、交

易の網をより密にさせる状況を作り出していったと推測される 0，

(2)駐留軍の箪官による交易活動の自己鹿間 J

オアシスに常駐する箪鎮ばかりでなく、軍鎖内の軍官それぞれについても、交易

活動を自己展開していた状況も認められる。

i まず注目されるのは、[史料2](P. 3348 v)に見える曹陸部|の例のように、交耀に

応じていた行客のなかに、行客と呼ばれると同時に、兵客の肩書きをもつものがい

ることである。先に述べた「先に吊練を受け取り、日を限って後で穀物を軍倉に納

入Jすることを請求したのが、この曹庭訪11であった。

池田温氏は「兵客とは、行客のうち武官・衛官など軍人の身分を有するものと解

されるJ(池田 1980，p.325)と指摘しているが、そもそも行客で、軍官に就いていた

ものは少なくない。例えば、押隊官に就任する行客の例(有都館文書40号)が知ら

れている。押隊宮もしくは押(1謙)宮とは、下記、軍鎮組織概図に示すように、一回 (4

隊 (200人))を率いた、リーダーであったと見られる [Cf. r慶盟孟三 (715)年盟

担賞典杢進上陸直皐牒為適当営請馬料姓名事J(68TAMI08:19(a)ほか く録> ~文

書~ 8，pp. 38綱引;く写> ~図文、~ 4， pp. 17-24)J 110 

5000人 1000人:20Oλ50人 10人

前大)使一副使ー悌一子総管(子将)-遁画一隊顕一火長

(傑人.811奏)(傑人.jjlJ奏)(傑人・別奏) (傑人・別善幸) L.(儀ム.¥...・....・H ・..…H ・H ・H ・H ・...・H ・....1

また子総管以上の軍高官も、交易活動をしていたことが、次に掲げる文書史料か

らうかがえる。

(史料 5)r麗盟孟ニ十一 (733)年間州都督府案巻矯勘給過所事J(73TAM509:8/8(a)， 

8/16(a)， 8/14(a)， 8/21(a)， 8/15(吟 く録>~文書~ 9，pp.61・62，程喜霧2000，p. 67;く写>~図

文~ 4，p，291， r簡報JB， p. 22・図 19)

(前略)

101 豊血盟年、廿六

11 W犬唐六典』巻5兵部郎中の条に「凡緒箪鎮、毎五百人、震押官一人」とあり、押(隊}宮が 500人
を統率していたようにも見えるが、ととでは文書史料から推測した。その正否は、今後の検討に委ね

たい。
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102 ι盟諦，被問先是何州勝人，得共謹並駈臆，仰答.但到記翠
103 先是京兆府雲|場県11差峨郷人，従涼府与敦元諌駈駄至北庭.括

104 客:ぅ乃即附戸為金遇盤百姓.為飢貧，与輩蛙臨臨担金i納和余.
人

105 正月十七日，華社関州主萱主主家停.十八日欲稜，遂日1]盤盤乏盗隼!坦

106 ;品所将定(後11俗)

(和訳)

蒋化明年二六歳

蒋化i型iが弁明中しあげ茨す.私がもとやJ1'[11の例県の出身であり， (どのような経緯で)

郭林のために艦を返ってきたのか，尋問をお受りいたしましたので，仰ぎてお答えいた

します.およそ，私化r:ifjは，もと京兆!手f.摂陽i決・嵯峨奴~のHl身で ， i.iiリト!都持府より教

元諌とともに荷駄を溜慨して，北陸にやって茨いりました.(ところが，この北庇の地で)

の検括にあい，寄;海地の戸籍に附せられて金満県の同姓となりました.(その挽)

鰐のためにョ(北胞の子総管(-子将)である)卒111本のために》時[i林に艦われて)瞬を凝っ

て和維用ω殺物;を伊州、iへ納めにまいり求した.iE月十七日に，間州、!の「主人Jである
才本の!京に到n停泊し、笠十八日に出発しようとしたところ，あっという間に機奴予が
(特)イ七時!の過所会議んで持ち去ってしまい法した. ( 後 !日告

は、過所を紛失した特化明が、同州で取り調 Jくられたi際に作成された慌の

弁明書の-fil;である。その弁明内容から、 i宣告生である特化明は、北陸の"]':総管(子将)

により巌僻され、 i品丹?を携指して{:p'州(もしくは伊降車)の手11捧!に応じていたことが

知られる。穀倉オアシスに駐留する軍鎮のl高官が、問j辺のオアシスにおける穀物

上の機会を据えては縮機的にそれに応募し諮問・していた掠*1:1がうかがえよう。

さらには、子総管以 1:の軍政¥1ヰには、 『大・六典』巻5 民主1~1~11 中の条に IH諸稿。

.~立大使・制使己下 9 12号有僚 J¥.• }J!l奏， )_ス為之 -(9~. ( 11:J IlIir )所錦織・奏，皆令自召以
光.Jとあるように、従脅として別海と憐人を召し抱えることができた。これらは、

軍鎮の高官が自ら召し抱えたもので，彼らは仕える主人のために絞いに派遣されて

いたと見られる。

とりわけ、別奏には多くのソグド人が就いていたことが認められる。 rriIf制舵燦
漢残文書:J (Or.8212-1557 Mr.tagh 092 <緑〉事111993，p. 51; W斯坦[2;:1~ p. 503.)に見える

}}11奏の庫選選 wnx'nは、こうしたソグド人の 1人であるが、彼ば箪物輸送隊の組織

と統指を担当していたと考えられる。 fl究らが軍i高官の従者として、このように輸送

業務に託事していたことは不思議なことではないが、とくに「度盟孟二十一年(733)

盟盤整笠控墜豊監界都遊葬所~}(J (く鯨>Ü文書~ 9、pp.68-69，程喜森2000ヲpp.70-71 ; 
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く等:>W図文.!I4， p. 295)に、以下のように見えていることに注目される。

前略)

171 度重庖界都遊葬所 状上州

172 興胡卑量盤 作入車遡盤 羊質幻自口 牛陸頭 別奏五阻本作人

墨些盤 臨調頭

173 右件羊牛等，今日従直7l<路来，今随状送者.

174 車産農作人玄盟達率

175 右件作人過所有名，票出身不到者.

176 牛萱頭 馬宣疋

177 右件牛馬見在，過所上有勝，今髄状送者.

178 / 以前得遊奔主帥翠箆箆状稿a件状如前者.患註墨等既是興胡，

179 葦遊非主帥輩盤整領送少N，聴裁者.議録上.

180 牒件状如前.謹牒.

盟孟廿一年二月六日 典僅丞盤牒

(左果毅都尉箆i藍)

182 遊葬都巡官・宣節校尉・前右果毅・要籍橋口口口口口口口孟

(後略)

(和訳)

(交縄県)岸頭府管内の都遊葬所が，状をもって(西)州に申し上げます.

興胡の史計思作人の史胡犠羊威伯口 牛陸頭別奏の石阿六作人の羅伏解臨

調頭 l

右，件の羊牛等は， (遊葬主帥の猿徳質の状に)r今日，白水路より来ましたので，

今，状とともに送致いたしますJとあります.

史計思作人安問遼支

右，件の作人は， (遊奔主削1の張徳質の状に) f過所にその名があるものの，、貼身し

たところ(ここには)到っていませんJとあります.

牛萱頭 馬軍疋

右，件の牛馬は， (遊非主帥の張徳質の状に)r現にいるちのの，過所には載せてい

ない余分の家畜です.今，状とともに送致いたしますj とあります.

(遊葬都巡宮の劉敬元の半日，すなわち) f前に掲げたものは，遊葬主帥の張徳質の状

を得るに， ~件の状は，前の如し』とあります.史計思等は，興胡であるからには，

遊葬主帥の張徳質を使わして， (これらを)連行して(西)州に送致させます.どうかご
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裁可のほどをJ.謹んで録して申し上げます.

牒をもって申し上げます.件の状は I請の如くです.護しんで申し上げます.

関元廿一年二月六日，典のM承{Luが申し上げます.

i藍ヲ宇都巡官・宜節校l討・前右県毅圃要籍・舗を果毅都尉の劉敬元

本文書は，交削除の俸調府管内に誼かれていた都遊非所よりも間州都替府にとし

た状である。本状はじめの「事課きJ部分には、興胡(外来ソゲド人)の史計思と

7.lIJ奏となっていたソゲド人の石阿六がともに挙げられており、その内特から、彼ら

はJ(Li J北方より「自水路JJ2に沿って凶州時に入ろうとしたものの、その途次、避ヂF

~ttArlJの張徳質に捕穫されて、伴蝋府管内の都遊所に j去られてきたことがわかる。

このことから‘ソグ!と人の55IJ燃が、機i:'iIi0)史計jぷと米持になって移動していたこと、

つまりヲミ山東部の境域地帯においてともにキャラヴァン械を組んで精鋭jしていた様

相がうかがえよう。 [Cf.荒)Ii2010， pp.366-370J。

またトゥルファン(問州)の「市lにおいて、ソグド人の/;(奴隷を光開ずるにあ

たり、保説人(保人)として織海軍(北陸)の日IJ奏と行官三人が関与している[1-時

間元二十 (732) 年静十五~l~関締 fn 券 J 73TAM509:お/4-3(品)ー W[ざ|文JJ4， pp目266-267Jの

もも下l差，こ仕える別手きというものV)1i1i'動ぴ)..，，_-~i官を示していよう。

の間j仁縁i互における J交易活動が、鯨だけでなく、事官本人や彼らが ":jた rf1' 

人」および彼らの宇佐となって各地に派遣された「別海・{殺人 iをj樋じて、活発に

j民間されていたことがうかがえるが、ソグド人は、こうした市鎮の官街 /JIJ奏など

に就いていたのである。さらには別稿におt¥T論じたように、彼らは f典j に就任

し、「相むとともに瀦隔地に公的に移動する機会を頻繁に得ていた i荒川 20111りこう

した勝部jの機会が、絶好の交易チャンスでもあったことは鞍誌を使さないむソグド

人は、興祁1や百牲としてだ、;けでなく、軍。官双jj"にわたる蝶々な立場を利用して、

西北境Jj究における交践活動を!民間していたのである。

おわりに一敦鰻オアシスはローカル化したか?

以上に検討してきたように‘ J瓦代の敦娘オアシスは、決してキャラヴァン隊があ

まり寄りつかない;取れたオアシスと化したわけではないことは明らかであるh大焼

模な軍鎮が常駐するにともない、その軍戦。飼料を支えるための屯!日が大規模に聞

かれ、その結果、向顔。中央アジア地域の特定のオアシスに、穀倉オアシスとも呼

12子i水路とは I西チH関経J(P.2009)に見える出来混lj遂のごとと見られ‘ j晃伝のウルムラニからトゥルフ

ァンに通ずる)v一!、を指す.Cf.松田 1970， pp. 112“113;厳料製 l側 5，p. 602; Pelliol 2002， pp. 81-S7 
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べる襲寓な穀物糧を諮る生産拠点が形成されていったのである。そして、敦娘オア

シスのような市田が無いか、もしくは屯田規模の小さなオアジスに駐留する軍鎖は、

Ji智内地から各軍鎖に定期的に流れ込む、大経の資金(胤練)を元手にして、行客(兵

客)。再姓たちと挺拐して輸送(キヤラヴァン)隊を派遣し、穀倉オアシスから穀物

を関い!二げて溜搬させていた。その他、現地調達の必要物資についても、生産地と

の問を多くの輸送i探が投来していたと見られるのその結果、軍需に起隠する新

な交易産関の形成が、密に牒隣していたと見て良い。

また箪鋲だけでなく、綿々の将兵単位で交易活動を自己展開していたことは、既

に見た通りである 130 もちろん、こうした軍事機関や軍事関孫者だけでなく、府代の

敦憾には諮問詩領の梗節(進泰使)が交易目的で滞在したり[前掲 f河西節能使判

の「判諮問首鍛停根j、 『籍 l陵~ p.495J、ソグド商人が交易活動を擦問したりし

ていた[荒}rI20JO，pp.438晴443J0 ただ腐帝悶の成立により、河問・中央アジアの各オ

アシスに騰の軍鎖が大規模に配筒されるなか、多ぐのソグド人が興iliJJや百姓として

だけ"でなく、首託銀の将兵.~IJ蒋や、各地に遣わされる典となり、それぞれの立場で

交恩師動を展開している状況は見逃せない。

腐の時代、教艇に r)j~ らず問:ltJ党域におけるー搬の状況として、軍鎮が駐留するな

か、莫大な自純の流通とともに、駐憎績や将兵らによる交易が活性化していったこ

とが予想される。仰iえば、時代はり i世紀にj降るものの、『会品一1日集』巻 13i論太閤

及J長越箪鎮及退運・盆盛寄与:部落互市牛馬路舵等:伏」には、馬の代価として庶の絹が大

に「替、上J，こ流れたことが、現地の軍人たちと諸蕃の部落との旺盛な交易活動を

誘発していた状況が伝えられている 14

騰の，JIii北軍事支配のもと、敦熔オアシスは決して口ーカル化したわけではなく、

情閣の穣鎖が常較する最前線の都市として、軍需景気に号妥当iされるかたちで前代に

も増して経済的に活気づいていたのである。

{文献i略号]

円!JfJ1:1.悶』之江|味国:燦~~折期間所猿吋:魯接文書研究』武波大学大学出版社， 1994
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